評価委員会Ｃ（平成24年度四国の全薬学部による学生フォーラム）議事録

日時：	3月23日（土）13：00～22：00
3月24日（日）9：00～12：00

場所：センチュリープラザホテル　　４Ｆセンチュリーホール（徳島市南昭和町１）
参加者：教員22名、院生・学生14名

本取組の評価体制として事業推進委員会の下に４薬学部の教員と大学院生及び高学年の学部学生で構成された評価委員会Cを置き、毎年度合宿形式で大学院生・学部生が研究進捗状況を発表し、質疑応答を通じて、教員は各学生の学修成果を把握し、学生・院生は本取組に対する意見を述べることを事業計画に盛り込んでいる。
そこで、平成24年度は平成25年3月23-24日の2日間、徳島センチュリープラザ・ホテルにて評価委員会Cを開催した。
１．事業概要の説明と意見交換
まず本事業の事業推進代表者である徳島文理大学　桐野豊学長より、参加者に対し本取組の中の「大学院の教育と研究における改革」に関する事業に関して、その背景（我が国の大学院教育・研究の現状と課題）、本取組の目的と実施内容、評価委員会Cの役割について、スライドを使い説明が行われた。
その後、松山大学薬学部・学部長の松岡一郎教授を座長として、参加者と本事業内容に対する質疑応答に入った。教員側からは本取組の成果、特に６年制の上の大学院を修了した院生に期待する意見が多く出されたが、院生・学生からは大学院を修了後の進路への不安、社会で大学院生が必要とされているのかという危惧、さらには6年制卒業後に大学院に進学することが、逆に自身の可能性を狭めることにつながるのではという意見も出された。教員側からそれらの意見に対し、研究に没頭できるのは大学院であり、就職先についても特に病院では問題発見・問題解決能力がこれから特に必要とされるようになるが、それらに対応できるのは大学院修了者であること、そのような人材は製薬企業でも求めていることを説明し、自信を持って進んでもらいたいという回答がなされた。
これらの意見を通じ、本事業に限らず大学院生のモチベーションを維持するには、教員側から学生・院生に将来展望についてのメッセージを出し続けることが必要という結論になった。

２．徳島文理大学薬学部、徳島大学薬学部の大学院カリキュラム説明
徳島文理大学薬学部の大学院カリキュラムは葛原　隆教授、徳島大学薬学部の大学院カリキュラムは土屋浩一郎教授が、それぞれパワーポイント資料を用い出席者に説明を行ったあと、質疑応答が行われた。
院生・学生からは、社会人が大学院に進学した場合の支援体制に質問が出され、教員側からは講義に関しては土日の集中講義の開催や、本事業で計画している遠隔講義システムの利用が、研究については職場でも行える研究を大学側がサポートする体制を構築することで対応することが説明された。
4年制大学院生が臨床に近いテーマで研究を行いたい場合には臨床の現場として病院・薬局が必要になるが、その点についても各大学では病院・薬局と連携を持っており、（それらの）一部の職員には特任教授の称号を与えて講義・演習の依頼をすることで、常に現場を確保出来るように努めていることが報告された。
参加している学部生から、6年制の学生の卒業後の進路として、大学院が話題に上らないことが指摘され、その点においても各大学の教員による大学院のアピールが必要であることを改めて確認した。

３．研究発表
研究発表（発表10分、質疑応答20分）を１３題行った。各演題に対し３大学の教員から様々な質問が出され、発表を行った大学院生・学部学生も普段とは勝手の違う雰囲気の中での発表となり緊張をしていたようであったが、他大学の教員から激励の言葉をかけられることもあり、良い経験になったと思われる。以下に、演題と発表者を記す。

座長：永浜政博教授　徳島文理大学薬学部
１．	ウエルシュ菌α毒素とTrkA/GM1aとの相互作用の解析
高岸照久：徳島文理大学薬学部　４年制博士課程１年
２．	食中毒起因菌エロモナス・ハイドロフィラにおける鉄獲得機構の解析
久保田圭一：松山大学薬学部　５回生
３．	PEG修飾リポソームの濾胞輸送現象を用いた免疫誘導の試み
清水太郎：徳島大学薬学部　博士後期課程２年

座長：天倉吉章教授　松山大学薬学部
４．	高度な歪みを有する大環状ビスビベンジル類の合成研究
牧野宏章：徳島文理大学薬学部　４年制博士課程１年
５．	リボフラビンを光増感剤として用いた4 本鎖、1本鎖中でのグアニン光酸化損傷の比較
森川雅行：徳島文理大学香川薬学部　３年制博士後期課程
６．	TDCM誘導体(Vizantin)の活性発現メカニズム
渋谷昌弘：徳島文理大学薬学部　４年制博士後期課程１年
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座長：伊藤悦朗教授　徳島文理大学香川薬学部
７．	GC transversionを引き起こすグアニン酸化損傷に関する研究
鈴木雅代：徳島文理大学香川薬学部　４年制博士課程１年
８．	ピラカンサ属植物のポリフェノール成分の研究
内倉崇：松山大学薬学部　６回生
９．	原虫が作る特殊な糖鎖
白石喬寛：松山大学薬学部　５回生

座長：土屋浩一郎教授　徳島大学薬学部
１０．	バンコマイシンのTDM　-腎障害との関連において-
向井栄治：徳島文理大学香川薬学部　３年制博士課程２年
１１．	種々のセラミド 1-リン酸分子種の細胞遊走及び抗アポトーシス活性
山下量平：徳島大学薬学部　博士前期課程１年
１２．	HsSRII/HsHtrIIの光情報伝達機構の解析
石川隼也：松山大学薬学部　6回生
１３．	ピロカルピン投与てんかんモデルマウスにおける神経特異的遺伝子BRINPの発現解析
越智大輔：松山大学薬学部　5回生

４．総合討論
徳島大学薬学部・際田弘志学部長が座長として、①博士課程のあり方、②この評価委員会Cのあり方、という２つの項目について総合討論を行った。
ます博士課程のあり方については、特に医療の現場からの意見を頂きたいということで、ご自身が社会人大学院に在籍中の三豊総合病院・薬剤部長の向井栄治先生に発言を求め、向井先生からは『これからの薬剤師は業務をこなすだけではなく、医療の現場で臨床研究を行い、それをエビデンスにすることが求められ、そのためには研究マインド、研究能力のある方に現場に来てもらい、活躍することがレベルアップ、薬剤師のあり方の転換が得られる』という方向性が示され、また、向井先生から大学の教員に対しては、『研究に進みたいという人材と、現場に進みたいという人材が２極化している。薬剤師として要求されるのは問題解決力だが、欲しい人材は問題発見能力を持つ人材である。研究歴を持つ薬剤師がそれにあたる。２極化の原因として、ラボで研究しているヒトにかけているのは、コミュニケーション能力ではないか。それが苦手なので、臨床に行かないのでは。研究能力とコミュニケーション能力の両方を育てて貰いたい。』という提言が示された。その意見に対し、参加した院生・学生は大変感銘を受けたようで、大学院における目標が明確になったという発言が続いた。
この評価委員会Cは毎年度開催となっており、平成２５年度は香川県で開催が決まっているが、開催時期については夏休みに開催する方向で現在計画中であることが徳島文理大学香川薬学部の丸山徳見薬学部長から報告された。また評価委員会Cのあり方については、大学院生が大学教育に対する意見をいう場にしたい。また研究発表をする上での問題点を出してもらうことが、議論を深められることにつながるので、そのような開催方法を検討することが報告された。
最後に桐野豊学長から、『初めての評価委員会Cでは、大学院生・学生から積極的な発言が多く聞かれ、本委員会の目的は達成できたと考えている。３大学の大学院教育が世界に誇れるものになることを祈っている』という言葉で締めくくられた。
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